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（２）情報閲覧の具体的な仕組みのイメージ 
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図３：年金記録等の閲覧の仕組みのイメージ 

 

利用者がオンラインで年金記録等の情報閲覧を行う際、年金・医療・介護

等閲覧を希望する情報の種類によって、異なる保険者のデータベースにアク

セスすることは不便であるとともに、保険者のデータベースに直接アクセス

することは、たとえそれが閲覧用のデータベースであっても、セキュリティ

上の脅威を増大させる可能性がある。また、各保険者のデータベースそれぞ

れにセキュリティ対策を施すことが必要となり、システムコストが増大する

可能性がある。 

このため、利用者と各保険者のデータベースの間に、例えば、中継ＤＢの

機能を利用することで利用者の閲覧要求を中継する機能を持つ仕組み（ここ

では差し当たり、「マイページポータル（仮称）」とする。）を置く方法が考

えられる。 

これについては、「これまでの議論の整理」において、「社会保障ポータル

（仮称）」としていたが、将来的には、一つのポータルで、社会保障分野以

外の分野に関する情報の入手や行政機関に対する各種オンライン申請等

様々なサービスを提供できるようにすることが望ましいため、ここでは、社

会保障分野に限定されない呼称を用いることとする。 




